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ユビキタス ID 実証実験にむけ、標準 ID タグの認定 

食品トレーサビリティ実証実験の開始、産官学の連携強化 

 

 ユビキタス ID センター（東京都品川区、現会員数 180 社、代表：坂村健・東京大学教授

／YRP ユビキタスネットワーキング研究所長／T-Engine フォーラム会長）は、「モノ」を自

動認識するための基盤技術の確立、更にユビキタスコンピューティングの実現という目標

を目指した、研究開発及び標準化活動を進めています。本日、ユビキタス ID センターの活

動に関して、以下の三項目に関してご発表いたします。 

 

（１）ユビキタス ID センターは、ユビキタス ID 技術を使った実証実験にむけて、㈱日立

製作所のミューチップ、凸版印刷㈱の T-Junction、YRP ユビキタスネットワーキング研究

所・東京大学坂村研究室・ルネサステクノロジの AE45X チップを用いた eTRON/16-AE45X を、

ユビキタス ID センター標準の ID タグ（資料１）として認定いたしました。 

z これらの ID タグには、ユビキタス ID センターが運用するユビキタス ID が付与され、

ユビキタス環境におけるモノの自動識別に用いられます。 

z また、これらの認定チップに対してアクセスできる共通インタフェース装置や、それ

を内蔵した携帯型端末の開発に着手しております。 

 

（２）ユビキタス ID センター（T-Engine フォーラム）は、㈱YRP 横須賀テレコムリサーチ

パーク、よこすか葉山農協、㈱京急ストア、東京大学と共同して、生鮮食料品を用いた、「食

品トレーサビリティ実験」（資料２）を、今夏より開始いたします。 

 

（３）ユビキタス ID センターは、総務省や東京大学等、産官学とも連携し、ID タグ等のユ

ビキタス ID 技術の研究開発を推進し、ユビキタス分野における世界的なイニシアチブを取

得すべく、積極的に活動していきます。 



《資料１》 

ユビキタス ID センター・標準 ID タグ 

 

発表内容  

 ユビキタス IDセンター（東京都品川区、現会員数 180 社、代表：坂村健・
東京大学教授／YRP ユビキタスネットワーキング研究所長／T-Engine フォー

ラム会長）が推進する、ユビキタス ID技術の中で、モノを識別するために付
与するユニークな固有識別子（ID: Identifier）を、ユビキタス ID（ubiquitous 
ID: uID）と呼びます。これを、ユビキタス環境を構成する様々なモノに付与
し、モノを自動識別します。この uIDを付与するデバイスが、IDタグで、ユ
ビキタス IDセンターでは、バーコード、RFID、ICカード、アクティブチッ
プなどを包括的に扱います。ユビキタス IDセンターでは、これらのタグを以
下のように 5つに区分し、標準 IDタグとしての認定基準を各区分毎に設定し、
その基準を満たすタグを標準 IDタグとして認定しています。 
z Class 0：光学的 IDタグ 
z Class 1：下位 RFIDタグ 
z Class 2：上位 RFIDタグ 
z Class 3：下位スマートタグ 
z Class 4：上位スマートタグ 
z Class 5：下位アクティブタグ 
z Class 6：上位アクティブタグ 
z Class 7：セキュリティーボックス 
z Class 8：セキュリティーサーバー 

 
■Class 0：光学的 ID タグ 

Class 0（光学的 IDタグ）は、光学的手段によって読み取ることが可能な ID
タグで、バーコード、二次元バーコードなどがこれに相当する。 
 
■Class 1：下位 RFID タグ 

Class 1（下位 RFIDタグ）は、格納する全情報が読み出しだけに限定された 
非接触通信を行う RFIDである。 
 
■Class 2：上位 RFID タグ 

Class 2（上位 RFID）は、ユーザが格納情報を変更できる（読み書き可能な）
非接触通信を行う RFID である。 



 

■Class 3：下位スマートタグ 

Class 3（下位スマートタグ）は、CPUや暗号コプロセッサのような計算能力
を有する、非接触通信を行うスマートカードレベルのタグである。暗号認証

機能として、秘密鍵暗号レベルの機能を有するタグである。 
 
■Class 4：上位スマートタグ 

Class 4（上位スマートタグ）は、CPUや暗号コプロセッサのような計算能力
を有する、非接触通信を行うスマートカードレベルのタグである。暗号認証

機能として、公開鍵暗号レベルの機能を有するタグである。 
 

■Class 5：下位アクティブタグ 

Class 5（下位アクティブタグ）は、バッテリーや微小発電素子を内蔵し、外
部からの電源供給をうけることなく自立的に動作できる、RFIID やセンサー
レベルのノードである。CPUを備えておらず、計算能力はない。 
 
■Class 6：上位アクティブタグ 

Class 6（上位アクティブタグ）は、バッテリーや微小発電素子を内蔵し、外
部からの電源供給をうけることなく自立的に動作できる、CPUを搭載した計
算能力のある小型コンピュータノードである。 
 

■Class 7：セキュリティーボックス 

Class 7（セキュリティーボックス）は、大容量のデータを格納できる、安全
で強固なコンピュータノードであり、以下の特徴を有するものとする。 
z 耐タンパー仕様の筐体 
z 有線型のネットワーク通信機能 
z eTRON IDを備え eTP (Entity Transfer Protocol) が実装されている。 
 
■Class 8：セキュリティーサーバー 

Class 8（セキュリティーサーバー）は、大容量のデータを格納できる、安全
で強固なコンピュータノードであり、Class 7のセキュリティーボックスの機
能に加えて、更に厳密な保安手続きにより運用されているものである。 
 



認定タグ一覧（2003 年 6月現在）  

 

認定番号 認定クラス チップ名称 ベンダ名 

01-001 Class 1 ミューチップ 日立製作所 

01-002 Class 1 T-Junction 凸版印刷 

04-001 Class 4 eTRON/16-AE45X YRP UNL・東京大学坂村研究室・

ルネサステクノロジ 

※ YRP UNL = YRP ユビキタスネットワーキング研究所 

 

認定されたタグ等の機器に付与されるロゴ  

 

 

 
 
 

 

 



《資料２》 

uID 実証実験「食品トレーサビリティプロジェクト」 

FTP: Food Tracability Project 

 
発表内容  

 ユビキタス IDセンター（東京都品川区、現会員数 180 社、代表：坂村健・
東京大学教授／YRP ユビキタスネットワーキング研究所長／T-Engine フォー

ラム会長）は、YRPユビキタスネットワーキング研究所（東京都品川区）、よ
こすか葉山農業共同組合（神奈川県横須賀市）、株式会社京急ストア（東京都

大田区）、東京大学坂村研究室（東京都文京区）と共同で、生鮮食料品のトレ

ーサビリティシステムの実証実験を行います。 
 トレーサビリティとは、食品の生産段階から、流通、販売の各段階の経過

を記録し、その情報を食品情報として消費者に提示し、食品事故等が発生し

た場合にも、すみやかに原因特定と被害範囲の確定することを目的とした、

食品の流通経路の追跡可能性のことをいいます。 
 本実験を通じて、ユビキタス ID技術の実用例として、ユビキタス ID技術
が、トレーサビリティ確立による食料品の安全性の確保に、どこまで有効で

あるかを実証することを試みる。 
 
実証実験概要  

参加者 

ユビキタス ID センター、YRP ユビキタスネットワーキング研究所、よこす
か葉山農業共同組合、株式会社京急ストア、東京大学坂村研究室 
 
実験対象品目 

対象とする品目としては、キャベツや大根などの生鮮野菜を扱います 
 
実験期間 

平成 15年度 
 
実験場所 

横須賀・葉山および、京浜急行線沿線の研究ストア等 
 
以上 



関係者各位様                             2003 年 6 月 23 日 

凸版印刷株式会社 

 

RFID タグ用オリジナルチップ『T-Junction（仮称）』 

ユビキタス ID センター認定に関して 

 
z 凸版印刷は、ユビキタス IDセンター認定第一号となる世界初のマルチ周波数対応のオリジナ
ル RFIDタグ『T-Junction（仮称）』と小型低価格スキャナーとを全世界に対し総合商社、シ
ステムソリューションメーカとの連携により販売を開始します。 

z 今後はユビキタス IDセンターとの協力により、お客様のさまざまなソリューション構築を積
極的に展開いたします。 

z RFID 実装において不可欠なパッケージ要求に対応するため 凸版印刷の印刷技術、パッケ
ージ技術と RFID チップを融合させとさまざまなご要求（紙に入れる カード化する）に対
応できる体制を構築しました。さらにチップ、スキャナーのカスタム要求にも対応できるよ

う 自社で RFIDチップ及びスキャナーの開発を行いました。 
z これにより凸版印刷は RFID チップ、スキャナー、ソリューションを自社技術とし、お客様
のご要求に最大限お答えできる体制が確立致しました。 また ライセンス希望のお客様へ

の対応も行う予定です。 
z 今後はお客様のソリューション構築のため、ユビキタス IDセンターとの連携により、ユビキ
タス IDセンターの実証実験等の活動を積極的に推進してまいります。 

 
【仕様】 
z T-Junction（仮称）は、電波規制の異なる国際物流＆流通での国際交換を可能とするため、
１チップで 2.45GHz（国内）および 915MHz（海外）の 2周波数帯域に対応しています。ア
ンテナ接続方式は 3種類を予定しており、①On chipタイプ（チップ単体で動作するもの）、
②ブースタータイプ（①の周辺に補助アンテナを搭載するもの）③外付けアンテナタイプ（チ

ップと外部アンテナを物理的に接続するタイプのもの）をラインナップ致します。また、メ

モリは 1,024bitの EEPROMを搭載しています。また、メモリ構造はユビキタス IDセンタ
ー仕様に準拠しています。仕様の詳細は下記の通りです。また、このチップに対応した低価

格スキャナーも同時に、市場に投入してまいります。 
 
（チップ仕様詳細） 
■ ユビキタス IDセンター仕様準拠 
■ Design  ： 凸版印刷株式会社【協力 株式会社テレミディック】 

■ 方式        ： 無電池方式 【ただし、電池方式もカスタムにて実現可能】 

■ 周波数  ： 915MHz/2.45GHz Dual Band対応 

■ 変調方式  ： Scanner → Chip    ASK変調 

                 Chip  → Scanner   FSK変調 

 



■ アンテナ接続方式 ： 3方式 【On chip、ブースター、外部】 

■ メモリ        ： 1,024bit EEPROM （User領域 896bit） 

■ Anti-collision       ： Read、Writeともに50pcs/秒（予定） 

■ サイズ  ： 1.0 x 1.0 x 0.15 mm（予定） 

 
【販売体制について】 
・販売は凸版印刷株式会社にて行います。 
・販売開始時期はチップ及びスキャナーともに 2003年末を予定しております。 
 
【お問合せ窓口】 
・ご不明な点等ございましたら下記窓口までお問合せ下さい。 
 
凸版印刷株式会社 経営企画本部 IC事業推進部 
担当：笹井 
E-Mail:koichiro.sasai@toppan.co.jp 
TEL：03-5840-4373 
FAX：03-5840-1821 
 
 
 
 
                                                                      以上 

 



関係者各位様 

2003 年 6 月 23 日 

株式会社 日立製作所 

ミューソリューションベンチャーカンパニー 

カンパニー長＆CEO：井村 亮 

 

「ミューチップ」のユビキタス ID チップ認定について 

 

 

①株式会社 日立製作所 ミューソリューションベンチャーカンパニーは、ユビキタス ID センター

（東京大学・坂村健教授）が推進されるユビキタス ID 構想に賛同し、同構想達成に向けた技術的

支援にご協力させて頂きます。 

 

②チップ ID フォーマットの相互変換方法を採用する事により、今回ミューチップがユビキタス

ID チッブ認定仕様を頂きました。今回の認定により、ユビキタス時代を支える IC タグ用チップ

の一つとして、ミューチップが、ユビキタス ID チップとして機能することが可能です。 

 

③当社は今後、ユビキタス ID チップ読取装置（ユビキタスコミュニケータ）の開発、応用システ

ム開発など、ユビキタス ID 構想完成に向け、装置・システム面からもご協力する計画です。 

 

④当社は、ユビキタス ID 評価システム構築にご利用頂ける「ミューソリューションキット」のご

提供を計画中です。ユビキタス ID センター会員の皆様には、7月下旬より優先的に予約販売を開

始させて頂きます。 

 

■照会先 

株式会社 日立製作所 ミューソリューションベンチャーカンパニー  ［担当：芦沢］ 

〒101-0062 東京都千代田区神田駿河台四丁目 4番 3号 駿河台ビル 3階 

TEL 03-5295-7214（ダイヤルイン） 

 

■報道機関問合せ先 

株式会社 日立製作所 コーポレート･コミュニケーション本部 広報部  ［担当：柴谷］ 

〒101-8010 東京都千代田区神田駿河台四丁目 6番地 

TEL 03-3258-2056（ダイヤルイン） 

 

以上 

 



 

関係者各位 

2003 年 6 月 23 日 

株式会社ルネサステクノロジ 

 

 

株式会社ルネサステクノロジがセキュリティ・アーキテクチャー 

『ｅＴＲＯＮ』対応ＡＥ４５ＸチップのユビキタスＩＤチップ認定取得 

 

 

 株式会社ルネサステクノロジは、ユビキタスネットワーキング研究所（所長：東京大学・坂村

健教授）が推進されるユビキタス ID センターのユビキタス ID 構想に賛同し、T-Engine フォーラ

ムを通じ同構想達成に向けご協力させて頂いております。 

 株式会社ルネサステクノロジ（以下当社）は、本日、接触・非接触の２つのインターフェース

を備えた、セキュリティ・アーキテクチャー『eTRON』対応の、AE45X チップが、そのセキュリテ

ィの高さからユビキタス ID チップの一つとして認定を頂きました。 

 当社は、今回の認定取得にあわせ、ユビキタス社会を支えるセキュア IC カード用チップとして、

情報家電をはじめ、セキュリティニーズのある全てのマイコン組み込み機器への eTRON チップの

普及と、ユビキタス ID センター会員とのパートナー協力のもと開発環境やユビキタスコミュニケ

ータ等の読み取り装置、応用開発など、ユビキタス ID 構想達成のためご協力させていただきます。 

 当社は、セキュリティ・アーキテクチャー『eTRON』対応の、eTRON チップをユビキタス ID セ

ンター会員の皆様に提供させて頂きます。 

 

以上 

 
 



UBIQUITOUS ID CENTER 
http://uidcenter.org/ 

 
 
ユビキタス ID センターについて  

 
目的 
ユビキタス ID センターの目的は、「モノ」を自動認識するための基盤技

術の確立と普及、更に最終的にはユビキタスコンピューティングの実現

です。 

 

活動 
ユビキタス ID センターは、次の活動を行います。 

1. 「モノ」に付与する ID 体系（uID: ユビキタス ID） の構築 

2. uID を利用するための基盤技術の確立 

z uID を格納するデータキャリアデバイス（RFID、Smart カード、
Active Chip、など） 

z データキャリアデバイスと通信する装置（ Ubiquitous 
Communicator） 

z uID と関連する情報を検索する情報通信基盤 
3. uID とそれに結びつけられた情報を流通させるセキュアな広域分散

システムの基盤技術の確立  

 

組織・体制 
ユ ビ キ タ ス ID セ ン タ ー は 、 T-Engine フ ォ ー ラ ム

（http://www.t-engine.org/）内に設置されています。 T-Engine フォー

ラムには、ユビキタス ID センターの活動主体である e会員メンバーがあ

り、更に二つの WG があります。 

ユビキタス ID 技術 WG 

会員構成：T-Engine フォーラム A会員より構成 

想定会員： 

z RFID、IC カードなどのデータキャリアデバイスベンダー 
z R/W などの周辺デバイスベンダー 
z 端末、サーバ、PKI などのインフラ構築を行うベンダー 
ユビキタス ID 応用 WG 

会員構成：T-Engine フォーラム e会員より構成 

想定会員：ユビキタス ID 応用を行う、主にユーザ会社会員の集まり  

 

事務局  
住所：〒141-0031 東京都品川区西五反田 2-20-1 第 28 興和ビル 

 （YRP ユビキタス・ネットワーキング研究所内） 

TEL：03-5437-2270（代表） 

TEL：03-5437-2338（窓口） 

FAX：03-5437-2271（窓口） 

E-mail：uid-office@uidcenter.org（窓口） 



ユビキタス ID 技術について  
 
ユビキタス ID(uID) 
ユビキタスコンピューティングでは、実世界の状態をコンピュータが自

動的に 認識し、それに応じてさまざまな情報処理や動作をします。こう

した情報処理 方式のことを、Context-awareness といいます。実世界を

認識する時の最も基 本的なことは、実世界のモノをコンピュータが区別

できることが重要です。そ のために最低限すべきことは、すべてのモノ

に対して、固有の番号(ID)をつけ ることです。 ユビキタス ID センター

では、ユビキタスコンピューティングの基本となる、 「モノ」に付与す

る ID 体系（ユビキタス ID：uID）を提供しています。 

 

uID の特徴 
1. 128 bit 長コード 

uID は 128bit 単位で拡張できる枠組みも用意しています。 

 

2. 既存の各種 ID コードを吸収できるメタコード 

従来より、モノの付与する番号体系にはさまざまなものがあります。 

例えば、既存の番号体系には、JAN、UPC、EAN、 ISBN、ISSN コード、

IP アドレス、電話番号などがあります。 uID はその大きな番号空間を

利用し、これらの ID 体系をできる限り包含します。  

 

3. センターから割り当てをうけなくても利用できるコード領域も用意  

以下の図のメカニズムによって、uID から、uID が示す「モノ」のさま

ざまな情報を取り出したり、「モノ」に関連するサービスを受けること

ができます。 

 

ユビキタス ID を格納するデバイス技術 
ユビキタス ID を格納するデバイスや装置には、さまざまなものを対象と

して 基盤技術を構築しています。 

z バーコード 
z RFID: 読み出しのみの ID タグ（ID だけが読める） 
z RFID: 読み書き可能 
z IC カード: 暗号認証機構で格納情報保護可能 
 

ユビキタスコミュニケータ 
ユビキタスコミュニケータは、ユビキタスコンピューティング環境と人

間とが コミュニケーションするための端末です。そのために、次の機能

を持ちます。 

z 狭域通信機能 
uID キャリアデバイスとの通信機能で、RFID 読取機能、IC カードイ

ンタフェース、バーコード読取装置などが含まれる。 

z 広域通信機能 
uID を付与された「モノ」の情報や、更にその「モノ」に関する付加

サービスを 受けるために、広域通信網に接続するために通信機能。

IEEE802.11b や Bluetooth Ethernet などが含まれる。 

z セキュア通信のための PKI を利用した暗号・認証機能  
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1

ユビキタスユビキタスIDID技術のアーキテクチャ技術のアーキテクチャ

(2) コミュニケータ

製品

(1) チップ

(4) 製品情報
サービスサーバ

(3) uID解決サーバ

ユビキタスIDセンター

ユビキタス情報
サービスセンター

ユビキタスIDセンター

(5) eTRON CA

eTRON暗号認証通信
eTRONでは、すべての通信を相互認証した上で、暗号化
される。そのため不正なノードが通信に介入したり、また
通信内容を盗聴して不正取得することはできない。
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9

認定チップ２：認定チップ２：TT--JunctionJunction

10

認定チップ３：認定チップ３：eTRONeTRON//1616--AE45XAE45X

（２）食品トレーサビリティ（２）食品トレーサビリティ
実証実験実証実験

12

食品の安全性をめぐ状況食品の安全性をめぐ状況

■食品に由来する危害要因が多様化
● O157

● ダイオキシン

● 残留農薬

■BSE問題、食品の偽装表示による不信感

■食品流通の広域化・サービスの高度化により、食
品事故等の原因究明が困難化

■消費者の疑問への対応
● 誰が、いつ、どこで、どのように作ったか？

■食品に由来する危害要因が多様化
●● O157O157

●● ダイオキシンダイオキシン

●● 残留農薬残留農薬

■BSE問題、食品の偽装表示による不信感

■食品流通の広域化・サービスの高度化により、食
品事故等の原因究明が困難化

■消費者の疑問への対応
●● 誰が、いつ、どこで、どのように作ったか？誰が、いつ、どこで、どのように作ったか？
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トレーサビリティとは？トレーサビリティとは？

■生産・加工・流通のフードチェインの各段階
で食品とその情報を追跡できること
●店頭の食品が、
━いつ

━どこで

━どのように

生産流通されたかについて把握できる仕組み

■生産・加工・流通のフードチェインの各段階
で食品とその情報を追跡できること
●●店頭の食品が、店頭の食品が、
━いつ

━どこで

━どのように

生産流通されたかについて把握できる仕組み生産流通されたかについて把握できる仕組み

14

トレーサビリティの狙いトレーサビリティの狙い

■食品事故が発生した場合の製品回収や原因究
明の迅速化

■食品の安全性や、品質・表示に対する消費者
の信頼の確保

■食品事故が発生した場合の製品回収や原因究
明の迅速化

■食品の安全性や、品質・表示に対する消費者
の信頼の確保

15

実証実験実証実験

■実験内容
●ユビキタスID技術を用いた、生鮮食料品の食品トレーサビリティー
実証実験

■実験主体
● T-Engineフォーラム／ユビキタスIDセンター

● YRP ユビキタスネットワーキング研究所

●よこすか葉山農協

●京急ストア

■実験期間
●平成15年度

■実験内容
●●ユビキタスユビキタスIDID技術を用いた、生鮮食料品の食品トレーサビリティー技術を用いた、生鮮食料品の食品トレーサビリティー

実証実験実証実験

■実験主体
●● TT--EngineEngineフォーラム／ユビキタスフォーラム／ユビキタスIDIDセンターセンター

●● YRPYRP ユビキタスネットワーキング研究所ユビキタスネットワーキング研究所

●● よこすか葉山農協よこすか葉山農協

●●京急ストア京急ストア

■実験期間
●●平成平成1515年度年度

16

本実証実験の特色本実証実験の特色

■単に食品の小型チップを添付するだけでない

■食品の環境をユビキタス化する
それによって…
● トレース情報の自動取得

●食品の安全を脅かす事象を防止

■例
●畑のユビキタス化 農家の仕事を支援する

●流通経路のユビキタス化 流通業を支援

●食品販売 販売業も支援

■単に食品の小型チップを添付するだけでない

■食品の環境をユビキタス化する
それによって…
●● トレース情報の自動取得トレース情報の自動取得

●●食品の安全を脅かす事象を防止食品の安全を脅かす事象を防止

■例
●●畑のユビキタス化畑のユビキタス化 農家の仕事を支援する農家の仕事を支援する

●●流通経路のユビキタス化流通経路のユビキタス化 流通業を支援流通業を支援

●●食品販売食品販売 販売業も支援販売業も支援


